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錫杖は、全宇宙の総体であり、悟りへ向かう道で人々が用いる杖である。 

錫杖の形は、円相(心の本来の姿)を表す。周りが円形であるのは、無際限の大空にならったものである。 

 
 

●法界の五輪塔 (横五大) 

・真理そのものを表す 

・横平等…この世界の根源は、地・水・火・風・空の五大で

あるという教説 

 
●三つの五輪塔 (縦五大) 

・三身一体（心・仏・人々)、己身実相(自分の身体の真理の

姿)を表す宝塔（心の五大、仏の五大、人々の五大) 

・竪差別…迷いの世界と悟りの世界を並べて区別すること

なく、かつすべてをつぶさに見て混同することがないと

いう教説 

 
●半月形の飾り 

・前後左右四面にあり東西南北の四大陸をかたどっている 

 

 

●六つの小環 (六波羅蜜) 

・菩薩の修行「六波羅蜜」を表す 

・六波羅蜜によって六道の生きとし生けるものを迷いの世

界から悟りの世界へ導くことができる 

  檀(布施)→餓鬼を救う 

  戒(自戒)→地獄を救う 

  忍(忍辱)→修羅を救う 

  進(精進)→人間を救う 

禅(禅定)→天道を救う 

  智(般若)→畜生を救う 

 

 

 

 

＊錫杖を振ることは 

六道輪廻の眠りを覚まして 

すべての人々を 

一仏海会に入らせしむ事で

ある 

修験道の入峰修行は六波羅蜜の修行の巧みなたとえである 

修験者たちは大悲利生の錫杖をしっかりと持って、六道で

苦しむ人々を遍く教え導いて迷いから救うのである 

錫杖の音を聞いた者は、往生の妨げとなる身体・言葉・心に

よってなされた種々の罪業が消滅して、直ちに悟りの境地

にあることを明らかにするのである 

錫杖は「明暗の智杖」「貧窮の宝幢」である 

・１振は３振…三界(欲・色・無色界)を目覚めさせる 

・２振は 6 振…六道の人々を目覚めさせる 

・３振は 9 振…九界の人々を目覚めさせる 

                 (参考／修験道修要秘訣集) 

 

 

  

●六道の起点 

・一番下の柄の六角形は「六道（輪廻）」の起点 

…地獄道、餓鬼道、畜生道、修羅道、人間道、天道 

 

 

 

キ
ャ 

カ 

ラ 

バ 

ア 

(

空)
 

(

風)
 

(

火)
 

(

水)
 

(

地) 

バ
ー
ン
ク
（
金
剛
界
大
日
如
来
） 

【錫…高野山製 杖…オリーブの木(梵字入り) 】 

 



【五大（キャカラバア）の秘儀】 

宇宙の根源・大日如来の五智と働き、六大―実の調和と加持法 

      五 智 と 働 力           万物         心の実相と修法                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

   ・マナ識(自我/妄執)⇒ 意識⇒眼識・耳識・鼻識・舌識・身識  (6)   (過去・現在・未来) 

                    ↕  ↕   ↕  ↕  ↕  ↕      ×  36×3世 

              法境⇒色境・声境・香境・味境・触境    (6)       ＝108煩悩 
 

【十指に秘められた生命原理と生きる教え】 

 
 

 

 

 

 

 

 

●法界体性智 (等虚空) 

＊空は遍在で妨げない自由な境地 
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＜十波羅蜜道＞ 
 

【金剛界】…仏界・右手 

地 ①布施（与えること） 

水 ②持戒（戒律を持すること） 

火 ③忍辱（耐え忍ぶこと） 

風 ④精進（精進すること） 

空 ⑤禅定（心を安定させること） 
  

【胎蔵界】…衆生界・左手 

地 ⑥般若（本源の智となること） 

水 ⑦方便（衆生を益すること） 

火 ⑧願 （如来の祈願行） 

風 ⑨力 （如来の成就力） 

空 ⑩智 （如来の実相智） 
 

＊上記は密教の教説、種々の印契に応用される。 

まず両手を見つめ、直に生命の躍動を感じる事、

手の働きに想いをいたし、そこから来るインス

ピレーションを得て、事に当たることが肝心。 

●成所作智 (因業不可得) 

＊風は全ての原因･条件を振り払う 

●妙観察智 (清浄無垢塵) 

＊火はあらゆる穢れを焼き清める 

●平等性智 (離言説) 

＊水は言語の分別を洗い清める 

●大円鏡智 (諸法本不生) 

＊地はゆるぎなき宇宙本体の働力 

大
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(
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六大一実の体 (六大は無碍にして常に瑜伽なり)       五 大  ＋  識 大       (三密加持速疾顕) 
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第九アンマラ識 

宇宙の根源、自他一如の境 

(大空は無礙本空に帰す) 

前五識 

無我の働きを成す 

(息風は貪欲妄塵を払う) 

第六意識 

因縁を観察する 

(智火は愚痴不浄を焼く) 

第七マナ識 

般若の智恵を開く 

(悲水は怒怨の猛火を消す) 

第八アラヤ識 

仏性具足を知る 

(心地は生死去来を離る) 

 

※ 

※  
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…肉体とともに消滅する… 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

九条錫杖経 迷妄・煩悩・魔障を払い、あらゆるものを揺らし清めて、仏陀の真理を遍く供養し回向する経          (意訳 T) 
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南無恭敬供養霊山界会 恭敬供養護持仏子 哀愍摂受護持大衆 

一 平等施會條（びょうどうせえじょう） 

ф手に錫杖を持ち、当願する衆生のために 

大いなる施しの会を設け、真実の道を示し、三宝を供養し給え 

大いなる施しの会を設け、真実の道を示し 

三宝(※)を供養し奉る          ※仏・法(教え)・僧(人々) 
 

二 信発願條（しんほつがんじょう） 

Ф清浄心をもって、三宝を供養し奉る 

清浄心を発し、三宝を供養するように 

清浄心を願い、三宝を供養するように 
 

三 六道智識條（りくどうちしきじょう） 

Ф当願する衆生のために、天人師よ作し給え 

 虚空に願いが満ちて、衆生の苦しみを救い給え 

 法界に囲まれて、三宝を供養し、諸仏に会いて 

 速やかに菩提(さとり)を証しますように 
 

四 三諦修習條（さんていしゅうじゅうじょう） 

Ф当に願う衆生のために 

悟りの真実を修習し、大慈大悲(※)を、生きとし生きる者へ 

俗世間の真理を修習し、大慈大悲を、生きとし生きる者へ 

唯一真実なる教えを修習し、大慈大悲を、生きとし生きる者へ 

敬って供養する、仏・法・僧の三法を一体にして 
※(抜苦与楽) 大慈…大楽を与えること 大悲…苦しみを除くこと 

 

五 六道化生條（ろくどうけしょうじょう） 

Ф当に願う衆生のために 

布施をもって、大慈大悲を、全ての生きる者へ 

持戒をもって、大慈大悲を、全ての生きる者へ 

忍辱をもって、大慈大悲を、全ての生きる者へ 

精進をもって、大慈大悲を、全ての生きる者へ 

禅定をもって、大慈大悲を、全ての生きる者へ 

智慧をもって、大慈大悲を、全ての生きる者へ 
 

六 捨悪持善條（しゃあくじぜんじょう） 

Ф当に願う衆生のために 

十方一切の無量の生きる者たちよ、錫杖の音を聞け 

怠けている者は精進し、戒律を破る者は戒を守れ 

信じない者は信じ、むさぼり惜しむ者は施せ 

怒れる者は慈悲の心を持ち、愚痴を言う者は智慧を知れ 

おごり高ぶる者はつつしみ敬い、勝手な者は心をおさめよ 

すべての修行をして、速やかに悟りの境地に達するように 
 

七 邪類遠離條（じゃるいおんりじょう） 

Ф当に願う衆生のために 

十方一切の、邪魔、外道、魍魎、鬼神 

毒獣、毒龍、毒虫のたぐいが、錫杖の音を聞くことによって 

毒害をとりおさめ、万生の幸せのため悟りを求める心を起こし 

すべての修行をして、速やかに悟りの地に達しますように 
 

八 三道消滅條（さんどうしょうめつじょう） 

Ф当に願う衆生のために 

十方一切の、地獄、餓鬼、畜生 

八難(※)の苦を受ける者たちよ、錫杖の音を聞くことによって 

速やかに解脱を得よ、まどい疑いという二つの障りや 

百八の煩悩から解き放たれて、悟りを求める心を起こし 

さまざまな修行をして、速やかに悟りの境地に達しますように 
※飢え、渇き、寒さ、暑さ、水、火、刀、兵の難 

 

九 回向発願條（えこうほつがんじょう） 

Ф過去の諸仏は、錫杖を持つことで、既に成仏し 

現在の諸仏は、錫杖を持つことで、現に成仏し 

未来の諸仏は、錫杖を持つことで、まさに成仏する 

故に我は敬礼し、錫杖を持って、三宝を供養し奉る 

故に我は敬礼し、錫杖を持って、三宝を供養し奉る 
南無恭敬供養霊山界会 恭敬供養護持仏子 哀愍摂受護持大衆 

 


